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専門研修に厚生労働大臣・都道府県
知事の意見を反映させる制度 
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2021年度専攻医募集のスケジュール
（案） 
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【参考】 （参考） 
令和３年度第１回 医道審議会 
医師分科会 医師専門研修部会 

令 和 ３ 年 ９ 月 １ ７ 日 

資料１

（抜粋） 

※ 今年度は、８月26日（金）までに知事から厚生労働大臣へ意見提出する必要がある。 



2023年度専攻医募集におけるシーリング（案）の基本
的な考え方 
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令 和 4 年度第 1 回医道審議会 
医師分科会医師専門研修部会 

令 和 4 年 6 月 2 2 日 

資料1-1

（抜粋） 



シーリングの計算式（内科） 
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※地域特別枠医師及び自治医科大学出身医師はシーリングの別枠で採用可能。 

• ２０１９年の募集定員は４８だったことから、定員は半数 

• 連携プログラムの実施には条件があり、「都道府県限定分」「特別地域連携プログラム」「子育て支援加算」 
は更に条件が厳しいため、実質的には１７名（＋地域特別枠医師等） 

通常募集及び連携プログラムについては、2022年度の採用数を用いた再計算を行わず、2022年度と同じ数値とすることとされた。 

• シーリング数（通常募集） １８－（１８－６）×０．２＝１５．６≒１６ 
• 連携プログラム数 （１８－６）×０．２＝２．４≒２ 
• 連携プログラムのうち、都道府県分 （１８－６）×０．０５＝０．６≒１ 
• シーリング数（連携プログラムを含む）の下限（２０２０年の９５％） ２１×０．９５＝１９．８５≒２０ 
• ９５％に満たない数を連携プログラム（都道府県限定分）として追加 ２０－１８＝２   

従来の計算 

• 特別地域連携プログラムとして２名設定 
• 子育て支援加算として２名加算  

新たな仕組み 



前回の知事意見と２０２３年度シーリングへの反映状況 

知事意見 

地域医療を支えている公的医療機関では、若手医師が少なく、医師が高齢化している。提示のシーリング
数では、若手医師が十分に配置できず、既存の医師の離職を誘発する結果、地域医療の崩壊を惹起し
てしまう。したがって、2019年度実績以上の専攻医の確保に努めるべきである 

感染症の専門医を十分養成するため、内科をはじめ関係する診療科については、シーリングを見送るべき
である 

必要医師数の算定では、「夜勤を担う医師」と「それ以外の医師」との構成比で補正するといった考慮が必
要である 

必要医師数の算定では、「面積あたり医師数」で補正するといった考慮が必要である 

必要医師数の算定では、基幹病院を支えるために必要不可欠な医師数を設定するといった考慮が必要
である 

新型コロナウイルス感染症による緊急事態では、内科のサブスペシャルティ領域である呼吸器や、感染症を
専門とする医師等の重要性が明らかとなった。このような診療科の特性に応じた検討を十分に行い、必要
な改善を行うこと 
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シーリングの基本的な考え方は維持されており、 
意見が反映されていない 



①公立・公的病院の常勤医師調査を実施 

• 調査日：令和４年７月１日時点 

• 対  象：県内の公立・公的病院１９病院の常勤医師 
     （大学で基礎研究・教育のみ従事する医師は除く） 

• 全体９７２人、平均年齢４２．７才 

• 男性７１３人、平均年齢４４．４才 

• 女性２５９人、平均年齢３８．１才 

• 診療科は新専門医制度の１９基本領域に合わせた 

• 仕事量の換算については、厚生労働省から示されている次の数値に基づき、
計算を行った。 
 

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 

男性 1.24 1.21 1.14 1.02 0.86 0.64 

女性 1.15 0.95 0.84 0.87 0.77 0.62 
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公立・公的病院常勤医師調査結果（内科） 
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公立・公的病院常勤医師（内科・大学除く） 

全体１９８人（平均年齢４４．４才） → 仕事量換算２０５．９人 
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公立・公的病院常勤医師（内科・当直従事） 

内科・当直従事２１９人（平均年齢４２．３才） → 仕事量換算２３５．５人 
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・当直に従事する内科医師数は、全体の内科医師数から１１２人減少 
・主な要因は、徳島大学病院の７７人（教育担当２３人（仕事量２４．２人）・医員５４人） 



公立・公的病院常勤医師（内科・東部） 

10 各年齢階級別の左側が内科全体、右側がうち当直従事医師数 

Ｒ４．７．１
時点 

内科・東部２３７人（平均年齢４１．５才） → 仕事量換算２５５．８人 
（うち当直従事１５１人（平均年齢４３．０才） → 仕事量換算１６０．４人） 
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公立・公的病院常勤医師（内科・南部） 

内科・南部７６人（平均年齢４２．９才） → 仕事量換算８０．５人 
（うち当直従事５２人（平均年齢３９．０才） → 仕事量換算５７．９人） 

11 各年齢階級別の左側が内科全体、右側がうち当直従事医師数 
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公立・公的病院常勤医師（内科・西部） 

内科・西部１８人（平均年齢４５．５才） → 仕事量換算１９．４人 
（うち当直従事１６人（平均年齢４５．９才） → 仕事量換算１７．２人） 

12 
各年齢階級別の左側が内科全体、右側がうち当直従事医師数 
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病院名 
許可 
病床数 

25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-75 総計 

徳島大学病院 692  20  30  31 24  11   5 8  4     133  

県立中央病院 460  5  8  5  5  2 6 2 3     36 

徳島市民病院 335   2 3 2 3 4 1   1   16 

徳島県鳴門病院 307  2 5 1 1 3 2 3   17 

吉野川医療センター 290  2 3 3   1 3     12 

阿波病院 133            1 1 1   1 4  

徳島病院 300     1   1   2  4     8 

東徳島医療センター 330     1 2 1 5  2    11 

徳島赤十字病院 405  7 10 7 6 4 6 6 2  1   49 

ひのみね総合療育センター 144                    1  1  

阿南医療センター 398  4  1 2  1   2    2  1   13  

勝浦病院 50       1     1 1 3  

上那賀病院 40    2 1        3 

県立海部病院 110  2  3         5  

美波病院 50        2   2  

海南病院 45             0 

県立三好病院 220  3 1  2    2  1 1 1   11 

三野病院 60  1     1     2  

半田病院 120    1 3 1    5 

総計 4,499  48 64 55 40 29 31 35 22 4 3 331 

公立・公的病院常勤医師数（内科） 
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②民間勤務の医師の状況 

• 調査日：令和４年７月１日時点 

• 対  象：徳島県医師会会員 

• 方  法：県医師会から提供 

• 概  要： 
①全会員（1,513人・平均年齢63歳）の性・年齢階級別人数 
②内科（官公立除く）（490人・平均年齢62歳）の性・年齢階級別人数 

• 人数から仕事量への換算については、厚生労働省から示されている次の
数値に基づき、計算を行った。 

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 

男性 1.24 1.21 1.14 1.02 0.86 0.64 

女性 1.15 0.95 0.84 0.87 0.77 0.62 
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民間医療機関の医師の状況（全体） 

全体１，５１３人（平均年齢６３才） → 仕事量換算１，２６４．６人 
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民間医療機関の医師の状況（内科・官公立除く） 

内科４９０人（平均年齢６２才） → 仕事量換算４１１．４人 
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③検証結果 

• 全体の医師数 
○2020年医師・歯科医師・薬剤師調査における 
  医療施設従事医師数 
  2,435人（男1,830人・女605人） 
○今回調査 
  公立・公的972人＋民間1,513人＝2,485人 
  （男1,903人・女582人）※一部公と民の重複あり 

• 内科の場合 
○2020年医師数（実人数） 1,005人 
○今回調査 公立・公的331人＋490人＝821人 
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公立・公的病院及び民間医師の状況（内科） 

内科８２１人 → 仕事量換算７６７人 
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・70歳以上の仕事率は男性が0.64、女性が0.62とされている 
・70歳以上の156人の仕事量換算は99.5（内科医師全体767人の13％） 
・75歳以上の76人の仕事量換算は48.5（同6.3％） 
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• 内科の2024年の必要医師数を達成するための年間養成数は６名と
試算されている 

• 年間養成数の計算式は上記のとおり示されているが、「2018年の現
状を維持するために必要な年間養成数」「診療科別生残率」等の情
報が明らかにされていない 

• 医療圏は３つ、公立・公的医療機関は１９機関、徳島大学は県外に
も医師を派遣している状況で、年間６名しか内科の専門医が養成で
きなければ、勤務医不足の南部・西部医療圏の基幹病院に医師を
派遣できない 

• 日本内科学会による内科系のサブスペシャルティは１５領域 
（消化器、肝臓、消化器内視鏡、循環器、内分泌、糖尿病、腎臓、呼吸器、
血液、神経、アレルギー、リウマチ、感染症、老年医学、臨床腫瘍） 
→専門医が年間で１人も養成できなくなる領域が出る（最低９領域） 

必要養成医師数が現実的とは言えないことについて① 

2024年時点の必要

医師数を達成する
ための年間養成数 

６人 ※１ 

2018年の現状を

維持するために必
要な年間養成数 
○人（非公表） 

※２ 

2024年時点の 
必要医師数 
８１５人 

2018年の 
医師数 
９１７人 

診療科別生残率 
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※１：2018年の必要医師数を踏まえた数値 
※２：2018年の必要医師数（勤務時間調整後）より、診療科別生残率を用いて算出されるが、計算結果は非公表 



• 養成した専門医がその後も県内で診療に従事するとは限らない 

• H21～R4に県内で専門研修プログラムに登録した医師772人のうち 
R4.7.1時点も県内の公立・公的病院で勤務する医師は437人であり、定着率は56.6％ 

• 内科では264人のうち165人でとなっており、定着率は62.5％ 

必要養成医師数が現実的とは言えないことについて② 
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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 合計 

全体 47 54 53 68 59 56 47 56 66 60 65 48 52 41 772 

うち 
県内 13 26 25 28 28 25 26 28 47 38 43 30 39 41 437 

割合 27.7 48.1 47.2 41.2 47.5 44.6 55.3 50.0 71.2 63.3 66.2 62.5 75.0 100.0 56.6 

内科 16 18 19 25 26 16 12 18 25 19 24 16 14 16 264 

うち 
県内 6 8 6 14 15 6 6 13 21 13 15 15 11 16 165 

割合 37.5 44.4 31.6 56.0 57.7 37.5 50.0 72.2 84.0 68.4 62.5 93.8 78.6 100.0 62.5 

□専門研修プログラム年度別登録状況と県内の公立・公的病院で勤務する医師数（R4.7.1） 



• 国の試算では、2018年の医師数（仕事量） 917人、 
2024年必要医師数 815人、６年間で△102人→年間△17人（平均） 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 
平
均 

平均 
との差 

16 18 19 25 26 16 12 18 25 19 24 16 14 16 18.9 △7～+7 

内科の定員についての試算 
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□内科専門研修プログラム年度別登録状況 

• R4調査結果により試算すると、2022年の医師数（仕事量） 767人、 
2024年必要医師数 815人、２年間で＋48人→年間＋24人（平均） 

• 本県の内科プログラム登録者の平均は１８．９人、 
各年の採用者数と平均との差は△７～＋７人 

• 専攻医数の平均が年間養成必要数４７人となるためには、４７人＋７人の５４人 

• 専門医の定着率が62.5％のため、54人/62.5％＝８６．４人（≒８６人） 

• したがって、内科の定員は、少なくとも８６人程度必要ではないか 

• △１７人→＋２４人となり、年間減少医師数が＋４１人となるため、 
必要養成医師数も６人＋４１人の４７人 



【参考】医師不足の現状についての自由意見 

・本院は救急外来からの入院患者が全入院患者の約1/3に上り、全ての科の医師が救急患者の治療に対応してい

る。医師の働き方改革が推進される中で､現状でもかなり厳しい状況であるが、シーリングが実施されると医師､特
に若い医師の確保が困難になり、徳島県の救急医療が崩壊することを懸念する。 

・内科医師の当直回数は平均１人あたり２、３回だが、実際は若手が４、５回程度行っている。時間外についても若
手の負担が大きく、超過勤務が増えている。 
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Ｒ４調査より 

・大学病院で診療に従事している医師は、病院所属と医学部所属の教員で構成されており、医学部所属教員は、
診療だけではなく教育と研究のエフォートが高く求められている。 

・現在常勤医は内科医師３名、外科医師１名だが、内科医師２名、外科医師１名については、定年退職後、会計年
度任用職員として引き続き勤務いただいている。本年は医師の絶対数が少ないうえに内科医師の内１名は高齢及
び体調不良もあり、日直・当直をしていないため慢性的に日当直の医者が不足しています。 

・また、他の常勤医（会計年度任用職員）２名についても高齢であり、体調の不安などを抱えながらの業務となって
おり、慢性的な医師不足の状態が続いています。 

・近隣の診療所（日野谷、木沢、木頭診療所）への支援に出る回数が多いため、常勤医師としての勤務を果たせ
ず、深刻な医師不足となっている。 

・常勤の内科医１名が約２年半病休で勤務しておらず、常勤の内科医師が院長のみ。日直・宿直・訪問診療など負
担が増している。 

・院長、副院長も診療業務に従事し、副院長は必要に応じ当直業務にも従事するなど、医師不足の状況である。 

・内科系常勤医師の半数以上が５５歳以上であるため、当直業務の負担や将来の在医数に不安がある。内科医師
については、主にコロナ患者の入院も対応しており、負担が増加している。小児科は県西部の唯一の分娩医療機
関として周産期医療との連携が必要であり、県西部小児救急輪番体制維持のため、常勤医の増員が必要である。
医師の働き方改革に対応するためには、内科医の大幅な増員か、夜間救急の受入を停止せざるを得ない。 



特別地域連携プログラム等に関する意見 

23 

• 本プログラムで採用された専攻医は、最終的にシーリング対象の都道府県に戻ること
が想定され、むしろ医師の地域偏在を助長する恐れがあるため、慎重な運用を求める。 

特別地域連携プログラム 

• 「子育て支援促進」はシーリングの目的である「医師の地域偏在対策」とは別に検討す
べきものである。また、従来のシーリングの枠外での採用を可能とする結果、医師の
地域偏在を助長する恐れがあるため、慎重な運用を求める。 

子育て支援加算 



参考資料 



都道府県別専攻医採用状況（2019年度～2022年度） 
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都道府県 
2019年 
採用実績 

2020年 
採用実績 

2021年 
採用実績 

2022年 
採用実績 

2019年 
→2022年 
増減率 

1 北海道 317 305 303 342 7.9% 

2 青森県 72 68 72 71 -1.4% 

3 岩手県 65 71 77 74 13.8% 

4 宮城県 142 172 144 181 27.5% 

5 秋田県 49 55 55 47 -4.1% 

6 山形県 66 57 55 54 -18.2% 

7 福島県 76 87 106 86 13.2% 

8 茨城県 142 134 151 138 -2.8% 

9 栃木県 121 122 130 147 21.5% 

10 群馬県 78 84 105 103 32.1% 

11 埼玉県 256 343 317 381 48.8% 

12 千葉県 332 381 388 395 19.0% 

13 東京都 1770 1783 1748 1749 -1.2% 

14 神奈川県 516 546 607 639 23.8% 

15 新潟県 95 123 99 109 14.7% 

16 富山県 53 52 51 50 -5.7% 

17 石川県 122 113 118 131 7.4% 

18 福井県 50 57 45 44 -12.0% 

19 山梨県 57 53 66 58 1.8% 

20 長野県 109 124 103 121 11.0% 

21 岐阜県 85 111 113 105 23.5% 

22 静岡県 150 173 181 171 14.0% 

23 愛知県 476 520 552 571 20.0% 

24 三重県 94 102 89 91 -3.2% 

都道府県 
2019年 
採用実績 

2020年 
採用実績 

2021年 
採用実績 

2022年 
採用実績 

2019年 
→2022年 
増減率 

25 滋賀県 89 87 94 113 27.0% 

26 京都府 269 260 283 295 9.7% 

27 大阪府 652 683 669 684 4.9% 

28 兵庫県 381 454 452 478 25.5% 

29 奈良県 97 115 104 122 25.8% 

30 和歌山県 67 90 67 89 32.8% 

31 鳥取県 55 53 45 48 -12.7% 

32 島根県 44 46 61 28 -36.4% 

33 岡山県 221 243 221 244 10.4% 

34 広島県 141 145 144 155 9.9% 

35 山口県 46 59 61 55 19.6% 

36 徳島県 65 48 52 41 -36.9% 

37 香川県 59 37 53 48 -18.6% 

38 愛媛県 65 85 74 72 10.8% 

39 高知県 36 44 60 58 61.1% 

40 福岡県 444 424 451 470 5.9% 

41 佐賀県 53 53 59 61 15.1% 

42 長崎県 111 87 95 102 -8.1% 

43 熊本県 122 113 111 89 -27.0% 

44 大分県 61 58 63 80 31.1% 

45 宮崎県 52 45 56 54 3.8% 

46 鹿児島県 107 105 118 102 -4.7% 

47 沖縄県 85 112 115 102 20.0% 

計 8615 9082 9183 9448 9.7% 

【2019年→2022年増減率】 

医師偏在指標による分類 減少 増加 増減なし 全国平均以上増 

医師多数都道府県（16） 6 10 0 7 

いずれにも属さない都道府県（15） 4 11 0 9 

医師少数都道府県（16） 5 11 0 10 

※ 日本専門医機構ホームページ掲載の資料から作成 
※ 赤色は、2019年→2022年の採用数の伸びが、 
 全国平均（9.7％）以上の増加率の都道府県 
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公立・公的病院常勤医師調査結果（全体） 

全体９７２人（平均年齢４２．７才） → 仕事量換算１，０３６．３人 
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公立・公的病院常勤医師（全体・当直従事） 

全体・当直従事６２５人（平均年齢４２．９才） → 仕事量換算６７３．１人 
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Ｒ４．７．１
時点 

・当直に従事する医師数は、全体の医師数から３４７人減少 
・主な要因は、徳島大学病院の２０５人（教育担当６０人（仕事量６２．２人）・医員等１４５人） 



公立・公的病院常勤医師（全体・大学除く） 

全体５６１人（平均年齢４５．３才） → 仕事量換算５８１．３人 
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【参考】公立・公的病院常勤医師（診療科別） Ｒ４．７．１時点 
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【参考】公立・公的病院常勤医師（診療科別・東部） 
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【参考】公立・公的病院常勤医師（診療科別・南部） 
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【参考】公立・公的病院常勤医師（診療科別・西部） 
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